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応募者番号：                  
 

2024年度 学術研究書出版計画書（Ａ） 
 

※太線枠内は10.5ポイントを使用してください。項目2、2-2、4、5は必ず記入願います。 

 
  

2 応募者名
ふ り が な

 
 （団体の代表者の場合は、 

 団体名、代表者の職名・氏名）                 印   
                 

2-2 所属機関・部局・職名                      
 

3 研究者番号 （       ）＜番号をお持ちの方のみ＞  

 

       

 

 
 

5 連絡・照会先       

 

 

 

1 審 査 希 望 

  分野(番号) 

 

                   （     ） 

 ＜1-2は、広領域応募の場合のみ記入＞ 

 1-2 

 

審 査 

希 望 

分 野 

 

（番号） 

 

 

   （     ） 

系 

 

        系 
 

 

   （     ） 
 

        系 

 

   （     ） 
 

        系 

 

6 

  

刊行物の書名 

(主題) 

 

 

(副題) 

 

 

7 著者・著作権者全員の氏名・所属機関・部局・職名（応募者を含む） 

  （著者と著作権者が異なる場合は、著者と著作権者の区別をつけて記入してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全員で    人） 

8 編者全員の氏名・所属機関・部局・職名（応募者を含む）                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（全員で    人） 

 

〒   －  

（電 話       －     －        ） 

（ＦＡＸ       －     －        ） 

（e-mail                      ） 

4 応募者自宅住所 
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＜事業の目的・概要＞ 
 

 34 著者（編者）の主要著書・論文 

 （人数が多いため、枠内に書ききれない場合は、代表して何名かの著者について記入してください。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 著者（編者）の研究歴 

 （人数が多いため、枠内に書ききれない場合は、代表して何名かの著者について記入してください。） 
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応募者番号：                 

 

2024年度 学術研究書出版計画書（Ｂ） 
 

 
36 刊行物の内容（概要） 

※「結論」を明記してください。また、問題設定と結論が対応する形で、記載してください。 

 

 

 

 

 

37 目 次（項目を列記してください。） 
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38 刊行の目的及び意義 

※（審査項目とその評価に直接的に関係してくるので）できるだけ明確にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

39 (採択決定後、エウプラクシス叢書の場合は2年以内に、学術叢書の場合は1年以内に完成原稿を整え) 本刊行物を刊行する意義 

 

 

 

 

 

 

 

40 本刊行物が学術の国際交流に対して果たす役割 

 

 

 

 

 

 

 

41 学術研究書出版制度による支援を必要とする理由 
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42 本年度における複数応募の有無（有の場合はその理由） 複数応募 有  ・  無  （いずれかに○） 

(複数応募を行っている場合、その理由) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43 本学専任教員以外の者を複数の著者とする理由（学術叢書への応募で共著の場合のみ） 

※共編著、共著あるいは分担執筆の場合において、本学専任教員(専任・任期付)以外の者を複数の著者とする場

合は記入してください。 

１．本学専任教員の氏名・本属・職名（全執筆者   人中、本学専任教員   人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本学専任教員(常勤・任期付)以外の執筆者の氏名・所属・職名（全執筆者   人中、本学専任教員以外の

者   人）とその具体的な貢献内容 ※本学出身者（学位取得者等）はその旨も記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本学専任教員以外の者を複数の著者とする理由 
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44 応募者が博士学位取得者である場合の記載事項 

※学内者・学外者に拘わらず、博士学位を取得した時の論文の審査員全員の氏名と現在の所属・役職を漏れなく

記載してください。 

 

 

 ①博士学位取得年月：(西暦)     年     月 

 

 ②博士学位審査員 

    主査 氏名：          所属：             資格：  

    副査 氏名：          所属：             資格： 

     〃  氏名：          所属：             資格：  

     〃  氏名：          所属：             資格： 

     〃  氏名：          所属：             資格： 

 

 

 

※また、学内者・学外者を問わず、応募する原稿が博士学位論文をもとにしている場合には、当該論文の審査員

の教員（主査または主査が難しい場合は副査）の推薦書を別途添付してください（形式は自由）。なお、推薦書

には署名・押印を忘れないようにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


